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２
０
５
０
年
ま
で
に
、

二
酸
化
炭
素
の
実
質
排

出
量
ゼ
ロ
と
す
る「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」を

目
指
す
恵
庭
市
は「
コ
ー

プ
さ
っ
ぽ
ろ
」の
グ
ル
ー

プ
会
社
で
あ
る「
エ

ネ
コ
ー
プ
」（
札
幌
市
、

五
十
里
浩
輔
代
表
取
締

役
社
長
）と
４
月
か
ら

恵
庭
下
水
終
末
処
理
場

（
中
島
松
４
５
３
）で
太

陽
光
発
電
事
業
を
本
格

的
に
開
始
し
ま
し
た
。

　
こ
の
太
陽
光
発
電
事

業
は
恵
庭
市
と「
エ
ネ

コ
ー
プ
」の
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ

ル（Power Purchase 
Agreement

「
電
力
購

入
契
約
」）で
行
わ
れ
ま

す
。
Ｐ
Ｐ
Ａ
モ
デ
ル
は

「
エ
ネ
コ
ー
プ
」が

自
治
体
な
ど
の
所

有
す
る
施
設
の
屋

根
や
遊
休
地
を
借

り
受
け
、
無
償
で

発
電
設
備
を
設

置
、
発
電
し
た
電

気
を
自
治
体
な

ど
の
施
設
が
買
い

取
っ
て
使
う
こ
と

で
、
二
酸
化
炭
素

の
排
出
量
を
削
減

し
ま
す
。

　
恵
庭
下
水
終
末
処
理
場
に

は
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
６
０
６

枚
設
置
、
う
ち
３
２
６
枚
が

「
薄
型
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
太
陽

光
パ
ネ
ル
」で
す
。「
薄
型
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
太
陽
光
パ
ネ

ル
」は
従
来
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
と
比
較
し
て
軽
量
で
設
置

が
容
易
で
あ
り
、
壁
面
な
ど

も
有
効
に
活
用
で
き
、
冬
場

も
雪
に
埋
も
れ
な
い
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
は
、
年
間
で
約

２
８
万
７
０
０
０
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
の
発
電

が
可
能
。
施
設
で
使
用

す
る
電
力
の
約
９
％

を
カ
バ
ー
で
き
、
年
間

約
１
５
３
ト
ン
の
二
酸
化

炭
素
を
削
減
で
き
ま
す
。
契

約
期
間
は
20
年
の
た
め
、
約

２
９
１
８
ト
ン
の
二
酸
化
炭

素
を
削
減
、
杉
の
木
換
算
で

約
２
０
万
８
０
０
０
本
分
の

二
酸
化
炭
素
が
削
減
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　
事
業
の
開
始
に
先
立
っ
て

３
月
25
日
に
開
か
れ
た
記
念

式
典
で
は
、
五
十
里
代
表
取

締
役
社
長
は「
地
域
に
貢
献

で
き
る
取
り
組
み
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
大
変
意
義

深
く
思
っ
て
い
ま
す
」と
語

り
、原
田
裕
恵
庭
市
長
は「
こ

の
よ
う
な
事
業
を
積
極
的
に

行
い
、
二
酸
化
炭
素
の
削
減

を
進
め
て
い
き
た
い
」と
意

気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

（
編
集
部　
大
谷
）

　
恵
庭
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

（
大
場
優
光
会
長
）が
サ
ポ
ー

ト
を
担
当
し
て
い
た
米
山
記

念
奨
学
生
の
ダ
ン
・
フ
ー
・

タ
ッ
ク
さ
ん（
ベ
ト
ナ
ム
国

籍
）が
２
年
間
の
奨
学
期
間

を
満
了
。
３
月
26
日
に
恵
庭

市
役
所
を
訪
れ
て
、
原
田
裕

恵
庭
市
長
ら
に
大
学
の
卒
業

と
４
月
か
ら
の
就
職
に
つ
い

て
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
「
米
山
記
念
奨
学
生
」
は

「
米
山
記
念
奨
学
会
」
が
日

本
に
在
留
し
勉
学
や
研
究
を

行
う
外
国
人
を
対
象
に
、
日

本
全
国
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
の
会
員
か
ら
の
寄
付
金
を

財
源
と
し
た
奨
学
金
の
支
給

を
受
け
て
い
ま
す
。
同
奨
学

会
は
日
本
国
内
の
民
間
最
大

規
模
の
国
際
奨
学
事
業
で
、

年
間
約
９
０
０
人
を

支
援
し
、こ
れ
ま
で
に

１
３
３
カ
国
か
ら
の

奨
学
生
に
奨
学
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　

タ
ッ
ク
さ
ん
は

２
０
１
９
年
に
来
日

し
、
関
西
の
日
本
語
学

校
を
経
て
札
幌
学
院
大

学
に
入
学
。
米
山
記
念

奨
学
生
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
経
営
学
を
専
攻

し
、
こ
の
３
月
に
同
大

学
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
東
京
の
林
業

関
連
会
社
に
就
職
す
る
予
定

で「
高
校
卒
業
後
、
海
外
で

新
し
い
こ
と
を
学
び
た
く
て

日
本
に
来
ま
し
た
。
実
家
は

林
業
を
営
ん
で
お
り
、
日
本

で
も
林
業
の
仕
事
に
就
く
こ

と
が
夢
で
し
た
。
そ
の
夢
が

か
な
っ
て
う
れ
し
い
で
す
。

今
後
は
、
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム

の
林
業
を
つ
な
ぐ
存
在
に
な

れ
た
ら
」と
語
り
ま
し
た
。

　
大
場
会
長
は「
日
本
の
文

化
や
風
習
に
触
れ
、
日
本
を

よ
り
深
く
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
、
恵
庭
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
全
体
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
ま
し
た
。
彼
は

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
集
会

に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
ク

ラ
ブ
の
皆
に
と
っ
て
大
き
な

存
在
で
す
。
仕
事
で
北
海
道

に
来
る
と
き
は
、
恵
庭
に
も

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
」と

話
し
、
原
田
市
長
は「
恵
庭

市
だ
け
で
な
く
、
日
本
と
海

外
の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
、

東
京
で
も
が
ん
ば
っ
て
く
だ

さ
い
」と
激
励
の
言
葉
を
贈

り
ま
し
た
。（編

集
部　
大
谷
）

　
農
業
者
の
高
齢
化
や
後

継
者
不
足
な
ど
、
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
、
新
た
な
農

業
の
担
い
手
と
し
て
期
待

さ
れ
る「
第
18
期
新
規
就

農
研
修
生
」
の
金
重
博
映

さ
ん
と「
第
11
期
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
育
成
研
修

生
」
の
春
日
響
さ
ん
の
受

入
式
が
４
月
７
日
に
道
央

農
業
振
興
公
社（
恵
庭
市

西
島
松
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
道
央
地
域
で
の
新
規
就

農
を
希
望
す
る「
新
規
就

農
研
修
生
」
の
研
修
期
間

は
約
３
年
で
す
。
１
年
目

は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
農
場
で

ミ
ニ
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン

な
ど
を
栽
培
し
な
が
ら
基

礎
的
な
野
菜
栽
培
技
術
や

出
荷
、
販
売
な
ど
を
学
び
、

２
、３
年
目
は
就
農
希
望

地
域
の
指
導
農
家
の
も
と

で
、
実
践
的
な
栽
培
技
術

や
農
業
経
営
な
ど
を
習
得

し
ま
す
。

　

一
方
、
概
ね
35
歳
未
満

で
就
農
３
年
未
満
の
農
業

後
継
者
や
新
規
学
卒
者

を
対
象
と
す
る「
ニ
ュ
ー

フ
ァ
ー
マ
ー
育
成
研
修

生
」の
研
修
期
間
は
、基

本
２
年
。
研
修
１
年
目

は
Ｊ
Ａ
道
央
の
準
職
員

と
し
て
農
協
の
業
務
を

体
験
し
、
２
年
目
は
地

域
の
指
導
農
家
の
も
と

で
実
践
的
な
栽
培
技
術

な
ど
を
習
得
し
ま
す
。

　

受
入
式
で
は
、
道
央

農
業
振
興
公
社
の
今
村

隆
徳
理
事
長
が「
多
く

の
人
と
関
わ
り
、
仲
間

づ
く
り
に
取
り
組
み
、

相
談
で
き
る
人
を
た
く

さ
ん
作
っ
て
く
だ
さ

い
。
研
修
で
多
く
を
学

び
、
将
来
、
地
域
の
手

本
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

金
重
さ
ん
は「
約
20

年
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
祖

父
が
米
農
家
を
営
ん
で

い
た
影
響
で
、
農
業
に

は
以
前
か
ら
関
心
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

３
年
間
、
研
修
を
楽
し

み
な
が
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

春
日
さ
ん
は「
私
は
先

日
ま
で
酪
農
学
園
大
学

で
農
業
を
専
攻
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
た
め
本

来
は
２
年
の
研
修
期
間

を
１
年
で
終
え
る
予
定

な
の
で
、
し
っ
か
り
と

集
中
し
て
経
験
を
積

み
、
今
後
の
実
践
へ
の

不
安
を
な
く
し
た
い
で

す
」
と
決
意
を
述
べ
ま

し
た
。（

編
集
部　
大
谷
）
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米山記念奨学生が恵庭市長を表敬訪問

第18期新規就農研修生と第11期ニューファーマー育成研修生 受入式


